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１. 円山川水系洪水浸水想定区域図の作成 

2 

●「水防法等の一部を改正する法律」が、平成27年5月20日に公布、7月19日に一部施行、11月19日に完全施
行されました。 



１. 円山川水系洪水浸水想定区域図の作成 
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504.8mm 

1,115.3km2 

●日本を降雨特性が似ている15の地域に区分すると、円山川流域は⑩山陰に分類される 

●基準地点立野より上流の流域面積1,115.3km2と、基本方針検討時の降雨継続時間48時間より、想定最大規
模の降雨量は504.8mmとなる 

⑩山陰 

想定最大規模降雨に関する地域区分図 

地域ごとの最大降雨量の包絡線（⑩山陰） 



●マニュアル(H13.7版・H17.6版)に基づき、浸水想定区域図を指定・公表（円山川・出石川（H14.3）、奈佐川
（H18.3）） 

●計画規模降雨を想定したH18.3時点の浸水想定区域図によると豊岡市域の多くで想定浸水深が5.0mを上回る 

●円山川では、H16.10台風23号による災害が発生したため、H22年度まで激特事業により河道改修が行われた 

●マニュアル（第4版）に基づき、激特事業による河道改修を反映した洪水浸水想定区域図を作成・公表（H28.6） 

●激特事業の効果等により、計画規模降雨を想定した浸水深は5.0mを下回った 

浸水想定区域図の指定・公表
（円山川、出石川） 

H13年度 

浸水想定区域図の指定・公表
（奈佐川） 

H17年度 

台風23号による災害発生 H16年度 

H16年度 

～ 

H22年度 

激特事業による改修完了 

H27年度 マニュアルの改訂 

マニュアル（第4版）及び改修効

果を踏まえ、浸水想定区域図
の見直し 

H27年度 

浸水想定区域図 

工事関連 

マニュアル 
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２.円山川水系の浸水想定区域図の作成状況 

江原駅 

豊岡市役所 

日高支所 

円山川 

円山川水系浸水想定区域図(H18.3時点) 円山川水系浸水想定区域図(H28.6時点) 

豊岡市役所 

豊岡駅 

城崎温泉駅 

豊岡市役所 

城崎支所 

豊岡市役所 

出石支所 

奈佐川 

出石川 

城崎温泉駅 

豊岡市役所 

城崎支所 

奈佐川 

豊岡市役所 

豊岡駅 

江原駅 

豊岡市役所 

日高支所 

円山川 

豊岡市役所 

出石支所 

出石川 

計画規模降雨を
想定した浸水深
は５ｍを下回った 

※凡例は比較のため
に旧基準とした 



(1)平成２７年の水防法改正のポイント 
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①想定し得る最大規模の降雨を対象に洪水浸水想定区域図を作成 

②浸水継続時間の追加 

 

① メッシュサイズの細分化（２５ｍで氾濫計算、浸水区域図は５ｍで作成）  

② 浸水深レベルの表示変更（床下、床上、二階の浸水が分かるように変更） 

③ 家屋倒壊等氾濫想定区域の設定 

 

(２)洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４版）のポイント 

(３)洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４版）に従った検討フロー図 
 

２.円山川水系の浸水想定区域図の作成状況 

①流出解析モデルの検討
（選定降雨の考え方、直轄区間

外の流量の設定）

②氾濫原モデルの作成

③浸水解析
（最大浸水深の算定）

⑤浸水想定区域図の作成

⑨豊岡市への説明

⑥既往検討との比較

⑩公表

④その他の外力
による浸水解析

⑦家屋倒壊等氾濫想
定区域の作成

⑤台風23号
の再現計算

⑧浸水継続時間の算
定（排水河川、排水機場

等の設定）
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３．浸水解析の実施 

(1)計算の考え方 

決壊・溢水条件 
 ある場所が決壊した場合にどれくらいの
量が溢れ出るか計算する 

 

外力条件 
 想定最大規模の雨が降る 

氾濫原モデル 
 地形データを基に溢れ出た水がどの程度
のスピードでどの範囲に広がるかを計算する 

 

連続盛土 

排水機場 

カルバート 

樋門 

溢水 

決壊 河道モデル 
 どれくらいの量の水が、ど
れくらいの水位で流れるか
計算する 

① 

② 

③ 

④ 

●浸水範囲・浸水深は数値解析により求めます。 

●解析モデルは、河道の水位・流量計算と、氾濫原の氾濫計算で構成されます。 



●最大包絡の浸水深データは、各25ｍ計算メッシュについて、破堤地点ごとの浸水解析結果による最大浸水位
（最大浸水深＋地盤高）のうちで最も高い値をその計算メッシュの最大浸水位とした。 

●25m計算メッシュの最大浸水位から5mメッシュ地盤高を差し引いて5ｍメッシュの最大浸水深を求めた。なお、地
盤高が最大浸水位を上回る場合は最大浸水深が0となる。 
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３．浸水解析の実施 

(2)最大浸水深の算定 

浸水想定区域は、決壊地点を順次変えて計算し… これを重ねて作成しています。 

1地点づつ決壊させ、はん濫計算を行います。 
（同時に複数地点は決壊させません） 

×印は、想定した決壊地点を表します。 

①、②、③を重ね合わせます。 
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４．洪水浸水想定区域図の作成 

円山川流域48時間の総雨量327mmを想定 

最大水深は約7.2m 

浸水面積は約43km2 

計画規模（1/100） 

●円山川水系円山川・出石川・奈佐川について、水
防法の規定に基づき計画降雨により浸水が想定さ
れる区域、浸水した場合に想定される水深を表示し
た図面です。 

0.5m 

3.0m 

3.0m以上 

（２階浸水） 

5.0m 

0.5m～3.0m未満 

（１階床上浸水） 

0.5m未満（１階床下浸水） 

●算定結果をもとに、円山川水系の洪水浸水想定区域図を作成。 
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４．洪水浸水想定区域図の作成 

円山川流域48時間の総雨量504.8mmを想定 

最大水深は約11.2m（計画規模 約7.2mの1.6倍） 
浸水面積は約45km2（計画規模 約43km2の1.05倍） 

想定最大規模 

●円山川水系円山川・出石川・奈佐川について、水
防法の規定により想定最大規模降雨による洪水浸
水想定区域、浸水した場合に想定される水深を表示
した図面です。 
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５．浸水継続時間の算出 

●円山川水系円山川・出石川・奈佐川について、水
防法の規定に基づき浸水継続時間を表示した図面
です。 

●公表時点の円山川・出石川・奈佐川の河道及び
洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定最大規
模降雨に伴う洪水により氾濫した場合の浸水の状
況をシミュレーションにより予測したものです。 

●概ね円山川水系では１週間以内に浸水が解消。 

浸水想定時間（想定最大規模降雨時） 



(1)設定結果 

６．家屋倒壊等氾濫想定区域の作成 
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●円山川水系円山川・出石川・奈佐川について、家
屋倒壊等をもたらすような氾濫の発生が想定される
区域を表示した図面です。 

●公表時点の円山川・出石川・奈佐川の河道及び
洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定最大規
模降雨に伴う洪水により氾濫した場合の氾濫流の
状況をシミュレーションにより予測したものです。 

●既存の家屋の構造・強度はモデル的な木造２階
建て家屋を想定しています。 

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） 

氾濫流により家屋倒壊した状況 



６．家屋倒壊等氾濫想定区域の作成 

(2)設定結果 

●円山川水系円山川・出石川・奈佐川について、家
屋倒壊等をもたらすような氾濫の発生が想定される
区域を表示した図面です。 

●公表時点の円山川・出石川・奈佐川の河道及び
洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定最大規
模降雨に伴う洪水により河岸の浸食幅を予測したも
のです。 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食） 
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※凡例は比較のため
に旧基準とした 
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７．変更前後の洪水浸水想定区域図の比較 

想定最大規模 
●H18.3時点の浸水想定区域図と今回作成した想定最大規模の洪水浸水想定区域図を比較。 

⇒想定最大規模では流量規模が大きくなるため、ほとんどの浸水区域が5.0m以上の浸水深となった。ただし、浸
水面積はほぼ同じ。円山川は山地に囲まれている地形であるため、確率規模の変化に伴う浸水区域の変化は少
ない。 

H18.3時点 円山川水系浸水想定区域図（計画規模） H28.6時点 円山川水系洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 

変更前後の洪水浸水想定区域図の比較 
（想定最大規模） 



平成28年6月15日 神戸新聞 14 

参考 
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平成28年6月15日 朝日新聞 

参考 
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